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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　上面が道路又は線路として使用される、軟弱地盤上の沈下が生じる線状構造物であって

、

　前記線状構造物は、地表面以下の基礎構造物と、前記基礎構造物上の盛土構造物とから

なり、

　前記基礎構造物は、前記軟弱地盤の表層部を地盤改良した基礎地盤改良体であり、

　前記基礎地盤改良体は、前記地表面以下の深さが４ｍ以下である格子状地盤改良体を含

み、

　前記盛土構造物は、良質土である盛土自体と固化材を混合撹拌して、良質土である盛土

を地盤改良した盛土地盤改良体である、

線状構造物。

【請求項２】

　上面が道路又は線路として使用される、軟弱地盤上の沈下が生じる線状構造物の施工方

法であって、

　前記線状構造物は、地表面以下の基礎構造物と、前記基礎構造物上の盛土構造物とから

なり、

　前記基礎構造物は、前記軟弱地盤の表層部を地盤改良した基礎地盤改良体であり、

　前記基礎地盤改良体は、前記地表面以下の深さが４ｍ以下である格子状地盤改良体を含

み、
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　 前 記 盛 土 構 造 物 は 、 良 質 土 で あ る 盛 土 自 体 と 固 化 材 を 混 合 撹 拌 し て 、 良 質 土 で あ る 盛 土

を 地 盤 改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良 体 で あ り 、

　 前 記 軟 弱 地 盤 の 表 層 部 を 、 バ ッ ク ホ ウ に よ る 鋤 取 り に よ り 土 を 掘 り 下 げ 、 掘 り 下 げ た 前

記 土 の 一 部 と 固 化 材 を バ ッ ク ホ ウ に よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 前 記 基 礎 地 盤 改 良

体 の 全 部 又 は 一 部 を 構 築 す る 工 程 と 、

　 構 築 し た 前 記 基 礎 地 盤 改 良 体 の 全 部 又 は 一 部 の 上 に 、 前 記 盛 土 地 盤 改 良 体 の 幅 方 向 の 端

部 か ら 張 り 出 す よ う に 多 め に 盛 土 を す る 工 程 と 、

　 前 記 盛 土 と 固 化 材 を バ ッ ク ホ ウ に よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 前 記 盛 土 地 盤 改 良

体 を 構 築 す る 工 程 と 、

か ら な り 、

　 前 記 盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 は 、

　 　 前 記 幅 方 向 の 端 部 が 略 鉛 直 に な る 端 部 地 盤 改 良 部 を 含 む 地 盤 改 良 体 を 形 成 す る 工 程 と

、

　 　 前 記 端 部 地 盤 改 良 部 の 初 期 強 度 が 発 現 し た 後 、 前 記 端 部 地 盤 改 良 部 を 掘 削 整 形 し て 盛

土 法 面 を 形 成 す る 工 程 と 、

を 含 む 、

線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と し て 使 用 さ れ る 、 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 、 及 び 前 記

線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と し て 使 用 さ れ る 、 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 は 、 道 路 又 は 線 路 の 下

側 に 位 置 す る 盛 土 と 、 前 記 盛 土 の 下 側 に 位 置 す る 基 礎 構 造 物 と か ら な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 我 が 国 に お い て 、 軟 弱 地 盤 上 へ の 道 路 の 新 設 は 、 日 本 道 路 協 会 の 指 針 で あ る 「 道 路 土 工

軟 弱 地 盤 対 策 工 指 針 」 （ 非 特 許 文 献 １ ） に 基 づ い て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 指 針 に お け る 対 策 工 法 に お い て 、 前 記 基 礎 構 造 物 を 、 セ メ ン ト ・ 石 灰 系 の 添 加 材 を

軟 弱 地 盤 の 表 層 部 分 の 土 と 混 合 し 、 化 学 反 応 を 利 用 し て 地 盤 を 固 結 す る こ と で 地 盤 の 強 度

を 増 加 さ せ る 表 層 混 合 処 理 工 法 に よ り 施 工 す る も の が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ の p.29

8-302等 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 表 層 混 合 処 理 工 法 に よ る 前 記 基 礎 構 造 物 は 、 所 要 改 良 深 さ を 持 つ 厚 板 状 に 形 成 さ れ

る の が 一 般 的 で あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ の p.300の 解 図 6－ 86参 照 ） 。 前 記 表 層 混 合 処

理 工 法 は 、 使 用 す る 施 工 機 械 に 応 じ て 必 要 な ト ラ フ ィ カ ビ リ テ ィ ー を 確 保 し や す い と い う

特 徴 が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ の p.191） 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 前 記 基 礎 構 造 物 と し て 、 格 子 状 地 盤 改 良 体 か ら な る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文

献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ８ ５ ３ ０ ９ ９ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 「 道 路 土 工 － 軟 弱 地 盤 対 策 工 指 針 （ 平 成 ２ ４ 年 度 版 ） 」 、 公 益 社 団 法 人

日 本 道 路 協 会 、 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 、 p.187、 p.191、 p.202、 p.298-302
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【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 記 表 層 混 合 処 理 工 法 に よ り 前 記 基 礎 構 造 物 を 構 築 す る 場 合 、 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 コ ス

ト の 抑 制 を 企 図 し て 、 地 盤 改 良 深 さ を な る べ く 浅 く す る こ と が 考 え ら れ る 。 地 盤 改 良 深 さ

を 浅 く 、 例 え ば 地 表 面 以 下 の 深 さ を ４ ｍ 以 下 程 度 に し た 場 合 、 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 に

は 沈 下 の 問 題 が 生 じ る の で 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 を 小 さ く す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と し て 使 用 さ れ る 、 軟 弱 地 盤 上 の 沈 下 が 生 じ る 線 状 構 造

物 に お い て 、 地 表 面 以 下 の 地 盤 改 良 深 さ を 浅 く し た 場 合 に 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 を

小 さ く す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 軟 弱 地 盤 上 へ の 道 路 等 を 新 設 す る 場 合 、 日 本 道 路 協 会 の 指 針 （ 非 特 許 文 献 １ ） 、 及 び 特

許 文 献 １ 等 の 先 行 技 術 に お い て は 、 何 れ も 盛 土 す る 前 の 現 地 盤 の み で の 補 強 を 考 え て い る

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 そ の 理 由 は 、 盛 土 に は 良 質 土 を 用 い る た め 、 良 質 土 の 盛 土 部 分 を 地 盤 改 良 す る こ と は 通

常 は 考 え な い こ と 、 盛 土 部 分 を 地 盤 改 良 す る 場 合 、 盛 土 端 部 に 段 差 が で き る た め 、 施 工 （

転 圧 や 整 形 ） が 難 し い こ と 、 盛 土 法 面 の 施 工 が 困 難 で あ る こ と 等 が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 願 の 発 明 者 は 、 長 年 に 亘 る 改 良 地 盤 の 設 計 、 並 び に 多 数 の 施 工 実 績 及 び そ れ ら の 評 価

結 果 を 踏 ま え 、 地 表 面 以 下 の 地 盤 改 良 深 さ を な る べ く 浅 く し な が ら 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対

沈 下 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 の 構 造 に つ い て 鋭 意 検 討 を 行 っ

た 。 そ の 結 果 、 地 表 面 よ り も 上 の 盛 土 に つ い て も 地 盤 改 良 を 行 う と い う 着 想 を 得 、 本 発 明

を 完 成 す る に 至 っ た 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 第 １ 観 点 に 係 る 線 状 構 造 物 は 、 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と し て 使 用 さ れ る 、 軟 弱 地

盤 上 の 沈 下 が 生 じ る 線 状 構 造 物 で あ る 。 前 記 線 状 構 造 物 は 、 地 表 面 以 下 の 基 礎 構 造 物 と 、

前 記 基 礎 構 造 物 上 の 盛 土 構 造 物 と か ら な る 。 前 記 基 礎 構 造 物 は 、 前 記 軟 弱 地 盤 の 表 層 部 を

地 盤 改 良 し た 基 礎 地 盤 改 良 体 で あ る 。 前 記 基 礎 地 盤 改 良 体 は 、 前 記 地 表 面 以 下 の 深 さ が ４

ｍ 以 下 で あ る 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 む 。 前 記 盛 土 構 造 物 は 、 良 質 土 で あ る 盛 土 自 体 と 固 化

材 を 混 合 撹 拌 し て 、 良 質 土 で あ る 盛 土 を 地 盤 改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良 体 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 第 １ 観 点 に 係 る 線 状 構 造 物 に よ れ ば 、 軟 弱 地 盤 上 の 沈 下 が 生 じ る 線 状 構 造 物 に

お い て 、 地 表 面 以 下 の 基 礎 構 造 物 が 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 む 基 礎 地 盤 改 良 体 で あ り 、 地 表

面 以 上 の 盛 土 構 造 物 が 良 質 土 で あ る 盛 土 を 地 盤 改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良 体 で あ る 。 現 地 盤 の

地 盤 改 良 に 加 え て 盛 土 部 分 も 地 盤 改 良 し て い る の で 、 地 業 工 事 と 盛 土 部 分 を 一 体 と し て 剛

性 を 高 め て い る 。 そ の 上 、 現 地 盤 の 地 盤 改 良 が 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 ん で い る 。 し た が っ

て 、 地 業 下 現 地 盤 に 伝 達 す る 応 力 を 分 散 で き る の で 沈 下 量 を 低 減 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 そ の 上 、 基 礎 地 盤 改 良 体 の 地 表 面 以 下 の 深 さ が ４ ｍ 以 下 で あ る こ と か ら 、 沈 下 量 を 低 減

し な が ら 、 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 コ ス ト の 抑 制 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 第 ２ 観 点 に 係 る 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 は 、 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と し て 使 用 さ れ

る 、 軟 弱 地 盤 上 の 沈 下 が 生 じ る 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 で あ る 。 前 記 線 状 構 造 物 は 、 地 表 面

以 下 の 基 礎 構 造 物 と 、 前 記 基 礎 構 造 物 上 の 盛 土 構 造 物 と か ら な る 。 前 記 基 礎 構 造 物 は 、 前

記 軟 弱 地 盤 の 表 層 部 を 地 盤 改 良 し た 基 礎 地 盤 改 良 体 で あ る 。 前 記 基 礎 地 盤 改 良 体 は 、 前 記

地 表 面 以 下 の 深 さ が ４ ｍ 以 下 で あ る 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 む 。 前 記 盛 土 構 造 物 は 、 良 質 土

で あ る 盛 土 自 体 と 固 化 材 を 混 合 撹 拌 し て 、 良 質 土 で あ る 盛 土 を 地 盤 改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良
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体 で あ る 。 前 記 施 工 方 法 は 、 前 記 軟 弱 地 盤 の 表 層 部 を 、 バ ッ ク ホ ウ に よ る 鋤 取 り に よ り 土

を 掘 り 下 げ 、 掘 り 下 げ た 前 記 土 の 一 部 と 固 化 材 を バ ッ ク ホ ウ に よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良

を 行 い 、 前 記 基 礎 地 盤 改 良 体 の 全 部 又 は 一 部 を 構 築 す る 工 程 と 、 構 築 し た 前 記 基 礎 地 盤 改

良 体 の 全 部 又 は 一 部 の 上 に 、 前 記 盛 土 地 盤 改 良 体 の 幅 方 向 の 端 部 か ら 張 り 出 す よ う に 多 め

に 盛 土 を す る 工 程 と 、 前 記 盛 土 と 固 化 材 を バ ッ ク ホ ウ に よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い

、 前 記 盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 と か ら な る 。 前 記 盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 は

、 前 記 幅 方 向 の 端 部 が 略 鉛 直 に な る 端 部 地 盤 改 良 部 を 含 む 地 盤 改 良 体 を 形 成 す る 工 程 と 、

前 記 端 部 地 盤 改 良 部 の 初 期 強 度 が 発 現 し た 後 、 前 記 端 部 地 盤 改 良 部 を 掘 削 整 形 し て 盛 土 法

面 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 第 ２ 観 点 に 係 る 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 軟 弱 地 盤 の 表 層 部 を 、 バ ッ ク

ホ ウ に よ る 鋤 取 り に よ り 土 を 掘 り 下 げ 、 掘 り 下 げ た 前 記 土 の 一 部 と 固 化 材 を バ ッ ク ホ ウ に

よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 む 基 礎 地 盤 改 良 体 の 全 部 又 は 一

部 を 構 築 す る 工 程 と 、 構 築 し た 基 礎 地 盤 改 良 体 の 全 部 又 は 一 部 の 上 に 、 盛 土 地 盤 改 良 体 の

幅 方 向 の 端 部 か ら 張 り 出 す よ う に 多 め に 盛 土 を す る 工 程 と 、 良 質 土 で あ る 盛 土 と 固 化 材 を

バ ッ ク ホ ウ に よ り 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 と か ら な

る 。 こ の よ う な 施 工 方 法 に よ り 、 現 地 盤 の 地 盤 改 良 に 加 え て 盛 土 部 分 も 地 盤 改 良 し て い る

の で 、 地 業 工 事 と 盛 土 部 分 を 一 体 と し て 剛 性 を 高 め て い る 。 そ の 上 、 現 地 盤 の 地 盤 改 良 が

格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 ん で い る 。 し た が っ て 、 地 業 下 現 地 盤 に 伝 達 す る 応 力 を 分 散 で き る

の で 沈 下 量 を 低 減 で き る 。 そ の 上 、 基 礎 地 盤 改 良 体 の 地 表 面 以 下 の 深 さ が ４ ｍ 以 下 で あ る

こ と か ら 、 バ ッ ク ホ ウ に よ り 土 と 固 化 材 を 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 う こ と が で き る の で

、 沈 下 量 を 低 減 し な が ら 、 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 コ ス ト の 抑 制 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 盛 土 地 盤 改 良 体 の 幅 方 向 の 端 部 か ら 張 り 出 す よ う に 多 め に 盛 土 を す る と と も に 、

盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 工 程 は 、 盛 土 地 盤 改 良 体 の 幅 方 向 の 端 部 が 略 鉛 直 に な る 端 部 地

盤 改 良 部 を 含 む 地 盤 改 良 体 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 端 部 地 盤 改 良 部 の 初 期 強 度 が 発 現 し た

後 、 前 記 端 部 地 盤 改 良 部 を 掘 削 整 形 し て 盛 土 法 面 を 形 成 す る 工 程 と を 含 む 。 し た が っ て 、

盛 土 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 際 に お け る 転 圧 不 足 を 無 く す こ と が で き る 。 そ の 上 、 盛 土 地 盤

改 良 体 の 盛 土 法 面 の 施 工 を 確 実 に 行 う こ と が で き る と と も に 、 盛 土 法 面 が 強 固 に な る の で

、 法 面 崩 壊 を 抑 制 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 上 に お け る 線 状 構 造 物 、 及 び 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 上 面 が 道 路 又 は 線 路 と

し て 使 用 さ れ る 、 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 に お い て 、 地 表 面 以 下 の 地 盤 改 良 深 さ を 浅 く し

た 場 合 に 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 １ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線

状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ２ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線

状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ３ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線

状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ４ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線

状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 に お け る 第 １ 工 程 を 示 す 説 明 図

で あ る 。

【 図 ６ 】 前 記 施 工 方 法 に お け る 第 ２ 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 前 記 施 工 方 法 に お け る 第 ３ 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 前 記 施 工 方 法 に お け る 第 ４ 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 前 記 施 工 方 法 に お け る 第 ５ 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 前 記 施 工 方 法 に お け る 第 ６ 工 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 第 １ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線 状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る

。

【 図 １ ２ 】 第 ２ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線 状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る

。

【 図 １ ３ 】 第 ３ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線 状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る

。

【 図 １ ４ 】 第 ４ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 前 記 線 状 構 造 物 の 底 面 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 に 示 す 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 軟 弱 地 盤 上 の 線 状 構 造 物 は 、 上 面 が 道 路 と し て 使

用 さ れ る 。 道 路 が 延 び る 方 向 （ 道 路 上 の 車 両 の 進 行 方 向 、 図 中 矢 印 Ｆ 参 照 ） に 直 交 す る 水

平 方 向 を 「 幅 方 向 」 （ 図 中 矢 印 Ｂ 参 照 ） と い う 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

＜ 線 状 構 造 物 ＞

　 図 １ な い し 図 ４ の 線 状 構 造 物 Ａ を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 線 状 構 造 物 Ａ の 底 面 図 は 、 本 発 明

の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 １ 実 施 例 な い し 第 ４ 実 施 例 で あ る 。 図 １ の 第 １ 実 施 例 及 び 図 ２ の 第

２ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 Ａ は 、 道 路 Ｒ の 幅 Ｗ が ７ ｍ で あ る 例 を 、 図 ３ の 第 ３ 実 施 例 及 び 図 ４

の 第 ４ 実 施 例 の 線 状 構 造 物 Ａ は 、 道 路 Ｒ の 幅 Ｗ が １ ４ ｍ で あ る 例 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ な い し 図 ４ に 示 す よ う に 、 軟 弱 地 盤 Ｓ 上 の 線 状 構 造 物 Ａ は 、 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 下 の 基 礎

構 造 物 １ と 、 基 礎 構 造 物 １ 上 の 盛 土 構 造 物 ２ と か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 基 礎 構 造 物 １ は 、 軟 弱 地 盤 Ｓ の 表 層 部 を 地 盤 改 良 し た 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ で あ る 。 基 礎 地

盤 改 良 体 ３ は 、 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 下 の 深 さ が Ｈ １ で あ る 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ を 含 む 。 深 さ Ｈ １

は ４ ｍ 以 下 で あ る 。 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ の 道 路 Ｒ が 延 び る 方 向 Ｆ の 寸 法 は 、 例 え ば 、 Ｌ １

＝ ８ ～ １ ２ ｍ 、 Ｌ ２ ＝ ６ ～ ８ ｍ 、 Ｌ ３ ＝ ２ ～ ４ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ の 第 １ 実 施 例 及 び 図 ３ の 第 ３ 実 施 例 に お け る 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ は 、 水 平 板 状 の 地 盤

改 良 体 と そ の 下 に 位 置 す る 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ と か ら な る 。 図 ２ の 第 ２ 実 施 例 及 び 図 ４ の

第 ４ 実 施 例 に お け る 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ は 、 水 平 板 状 の 地 盤 改 良 体 が な く 、 格 子 状 地 盤 改 良

体 ４ の み か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 盛 土 構 造 物 ２ は 、 盛 土 を 地 盤 改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ る 。 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ 上 に

、 ア ス フ ァ ル ト ａ 、 上 層 路 盤 ｂ 、 及 び 下 層 路 盤 ｃ か ら な る 道 路 Ｒ を 敷 設 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

＜ 線 状 構 造 物 の 施 工 方 法 ＞

　 図 ５ な い し 図 １ ０ の 説 明 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 線 状 構 造 物 Ａ の 施 工 方

法 の 一 例 を 説 明 す る 。 図 ５ な い し 図 １ ０ は 、 図 １ の 線 状 構 造 物 Ａ の 施 工 方 法 の 一 例 を 示 し

て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 第 １ 工 程 ）

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ホ ウ ９ に よ る 鋤 取 り に よ り 、 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ の 土 を 所 要 形

状 に 掘 り 下 げ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ 第 ２ 工 程 ）
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　 次 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ホ ウ ９ に よ り 、 鋤 取 り し た 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ の 土 の 一

部 と セ メ ン ト 系 固 化 材 等 の 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 ブ ル

ド ー ザ ー １ ０ に よ り 地 盤 改 良 後 の 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ の 天 端 を 敷 均 す 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ 第 ３ 工 程 ）

　 次 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 整 正 後 の 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ の 天 端 を ロ ー ラ ー １ １ に よ り 転 圧

し 、 バ ッ ク ホ ウ ９ に よ り 鋤 取 り し た 土 を 埋 め 戻 す 。 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ は 、 基 礎 地 盤 改 良 体

３ の 一 部 で あ る 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ に 相 当 す る 。 図 １ の 線 状 構 造 物 Ａ で は な く 図 ２ の 線 状

構 造 物 Ａ を 施 工 す る 場 合 は 、 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ は 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ の 全 部 で あ る 格 子 状

地 盤 改 良 体 ４ に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 第 ４ 工 程 ）

　 次 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 図 １ の 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ に 相 当 す る 一 次 改 良 部 Ｇ Ｉ １ の 上

に 、 ダ ン プ １ ２ に よ り 盛 土 ６ を 搬 入 す る 。 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ の 幅 方 向 Ｂ の 端 部 Ｅ か ら 張 り

出 す よ う に 多 め に 盛 土 ６ を す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

（ 第 ５ 工 程 ）

　 次 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ホ ウ ９ に よ り 盛 土 ６ と セ メ ン ト 系 固 化 材 等 の 固 化 材 を

添 加 混 合 し な が ら 混 合 撹 拌 し て 地 盤 改 良 を 行 い 、 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ を 形 成 す る 。 そ の 際 に

、 幅 方 向 Ｂ の 端 部 Ｅ が 略 鉛 直 に な る 端 部 地 盤 改 良 部 ７ を 含 む よ う に 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ を 形

成 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ 第 ６ 工 程 ）

　 次 に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ブ ル ド ー ザ ー １ ０ に よ り 地 盤 改 良 後 の 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ の

天 端 を 敷 均 し 、 ロ ー ラ ー １ １ に よ り 整 正 後 の 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ の 天 端 を 転 圧 す る 。 な お 、

実 際 は 、 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ の 上 面 の 道 路 Ｒ を 敷 設 す る 箇 所 は 、 下 層 路 盤 ｃ の 下 面 の レ ベ ル

と な る よ う に 仕 上 げ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 端 部 地 盤 改 良 部 ７ の 初 期 強 度 が 発 現 し た 後 、 バ ッ ク ホ ウ ９ に よ り 端 部 地 盤 改 良 部 ７ を 掘

削 整 形 し て 盛 土 法 面 Ｓ Ｌ を 形 成 す る 。 端 部 地 盤 改 良 部 ７ の 初 期 強 度 の 発 現 は 、 地 盤 改 良 後

の 経 過 時 間 及 び 現 地 状 況 （ 表 面 の 硬 度 等 ） に よ っ て 判 断 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 前 記 第 ４ 工 程 で 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ の 幅 方 向 Ｂ の 端 部 Ｅ か ら 張 り 出 す よ う に 多 め に 盛 土 ６

を し 、 前 記 第 ５ 工 程 で 幅 方 向 Ｂ の 端 部 Ｅ が 略 鉛 直 に な る 端 部 地 盤 改 良 部 ７ を 含 む よ う に 二

次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ を 形 成 し て い る 。 し た が っ て 、 前 記 第 ６ 工 程 に お け る 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ の

転 圧 不 足 を 無 く す こ と が で き る 。 そ の 上 、 前 記 第 ６ 工 程 で 、 端 部 地 盤 改 良 部 ７ の 初 期 強 度

が 発 現 し た 後 に 端 部 地 盤 改 良 部 ７ を 掘 削 整 形 し て 盛 土 法 面 Ｓ Ｌ を 形 成 す る 。 し た が っ て 、

盛 土 地 盤 改 良 体 ５ の 盛 土 法 面 Ｓ Ｌ の 施 工 を 確 実 に 行 う こ と が で き る と と も に 、 盛 土 法 面 Ｓ

Ｌ が 強 固 に な る の で 、 法 面 崩 壊 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

＜ 道 路 の 施 工 方 法 ＞

　 線 状 構 造 物 Ａ の 施 工 方 法 の 前 記 第 ６ 工 程 を 行 い 、 二 次 改 良 部 Ｇ Ｉ ２ を 転 圧 し て 改 良 強 度

が 発 現 し た 後 に 、 下 層 路 盤 ｃ の 材 料 を 搬 入 し 、 敷 き 均 し 、 転 圧 す る 。 次 に 、 上 層 路 盤 ｂ の

材 料 を 搬 入 し 、 敷 き 均 し 、 転 圧 す る 。 次 に 、 ア ス フ ァ ル ト ａ の 材 料 を 搬 入 し 、 敷 き 均 し 、

転 圧 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

＜ 数 値 解 析 ＞

　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 確 認 の た め に 行 っ た 数 値 解 析 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 解 析 方 法 ）
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　 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ （ Finite Element Method） 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア （ PLAXIS） を 用 い 、 表 １ 及 び

表 ２ に 示 す パ ラ メ ー タ で ２ 次 元 の 数 値 解 析 を 行 う 。 評 価 項 目 は 、 「 最 大 沈 下 量 」 及 び 「 相

対 沈 下 量 」 と す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ 実 施 例 及 び 比 較 例 ）

　 実 施 例 は 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ４ 実 施 例 と す る 。 比 較 例 は 、 図 １ １ な い し 図 １ ４ の 線 状

構 造 物 Ａ を 示 す 縦 断 面 図 、 及 び 線 状 構 造 物 Ａ の 底 面 図 に 示 す 、 第 １ 比 較 例 な い し 第 ４ 比 較

例 と す る 。 第 １ 比 較 例 な い し 第 ４ 比 較 例 に お い て 、 何 れ も 、 実 施 例 の 盛 土 構 造 物 ２ に 相 当

す る 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 の 部 分 は 、 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で は な く 盛 土 ６ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 １ １ の 第 １ 比 較 例 及 び 図 １ ３ の 第 ３ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 Ａ は 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 厚

板 状 地 盤 改 良 体 ８ で あ る 。 図 １ ２ の 第 ２ 比 較 例 及 び 図 １ ４ の 第 ４ 比 較 例 の 線 状 構 造 物 Ａ は

、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ の み か ら な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ 荷 重 条 件 ）

　 荷 重 は 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 に 位 置 す る 、 長 期 荷 重 で あ る 、 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ 又 は 盛 土

６ 、 及 び 道 路 Ｒ の 重 量 と す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 相 対 沈 下 量 ）

　 図 １ の 実 施 例 １ 、 及 び 図 ２ の 実 施 例 ２ 、 図 １ １ の 比 較 例 １ 、 及 び 図 １ ２ の 比 較 例 ２ に お

け る 「 相 対 沈 下 量 」 は 、 点 Ｐ １ の 沈 下 量 と 点 Ｐ ２ の 沈 下 量 と の 差 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ３ の 実 施 例 ３ 、 図 ４ の 実 施 例 ４ 、 及 び 図 １ ３ の 実 施 例 ３ に お け る 「 相 対 沈 下 量 」 は 、

点 Ｑ １ の 沈 下 量 と 点 Ｑ ２ の 沈 下 量 と の 差 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ ４ の 比 較 例 ４ に お け る 「 相 対 沈 下 量 」 は 、 Ｑ ３ の 沈 下 量 の 方 が Ｑ １ の 沈 下 量 よ り も

大 き い た め 、 Ｑ ３ の 沈 下 量 と Ｑ ２ の 沈 下 量 の 差 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 解 析 結 果 ）

　 解 析 結 果 を 表 １ 及 び 表 ２ に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

（ 表 １ の 解 析 結 果 ）

　 表 １ か ら 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 ６ で あ る 第 １ 比 較 例 及 び 第 ２ 比 較 例 に お い て 、 基

礎 地 盤 改 良 体 ３ が 厚 板 状 地 盤 改 良 体 ８ で あ る 第 １ 比 較 例 に 対 し て 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 格

子 状 地 盤 改 良 体 ４ の み か ら な る 第 ２ 比 較 例 は 、 最 大 沈 下 量 は 同 じ で あ る が 、 相 対 沈 下 量 が

大 き く 、 相 対 沈 下 量 は ３ ． ８ 倍 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 そ れ に 対 し て 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ り 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 水

平 板 状 の 地 盤 改 良 体 と そ の 下 に 位 置 す る 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ と か ら な る 第 １ 実 施 例 は 、 第

１ 比 較 例 に 対 し て 、 最 大 沈 下 量 が ０ ． ７ ９ 倍 、 相 対 沈 下 量 が ０ ． ２ ７ 倍 で あ り 、 最 大 沈 下

量 及 び 相 対 沈 下 量 が 小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ り 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 格 子 状 地 盤

改 良 体 ４ の み か ら な る 第 ２ 実 施 例 は 、 第 １ 比 較 例 に 対 し て 、 最 大 沈 下 量 が ０ ． ８ ２ 倍 、 相

対 沈 下 量 が ０ ． ６ ７ 倍 で あ り 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 が 小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

（ 表 ２ の 解 析 結 果 ）

　 表 ２ か ら 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 ６ で あ る 第 ３ 比 較 例 及 び 第 ４ 比 較 例 に お い て 、 基

礎 地 盤 改 良 体 ３ が 厚 板 状 地 盤 改 良 体 ８ で あ る 第 ３ 比 較 例 に 対 し て 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 格

子 状 地 盤 改 良 体 ４ の み か ら な る 第 ４ 比 較 例 は 、 最 大 沈 下 量 は ０ ． ９ ４ 倍 で あ る が 相 対 沈 下

量 が 大 き く 、 相 対 沈 下 量 は １ ． ５ ９ 倍 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ れ に 対 し て 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ り 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 水

平 板 状 の 地 盤 改 良 体 と そ の 下 に 位 置 す る 格 子 状 地 盤 改 良 体 ４ と か ら な る 第 ３ 実 施 例 は 、 第

３ 比 較 例 に 対 し て 、 最 大 沈 下 量 が ０ ． ７ ６ 倍 、 相 対 沈 下 量 が ０ ． ３ ５ 倍 で あ り 、 最 大 沈 下

量 及 び 相 対 沈 下 量 が 小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 が 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ り 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ が 格 子 状 地 盤

改 良 体 ４ の み か ら な る 第 ４ 実 施 例 は 、 第 ３ 比 較 例 に 対 し て 、 最 大 沈 下 量 が ０ ． ７ ７ 倍 、 相

対 沈 下 量 が ０ ． ３ ９ 倍 で あ り 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 が 小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 以 上 の 解 析 結 果 か ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ な い し ４ の よ う に 、 基 礎 構 造 物 １ を 、 格 子

状 地 盤 改 良 体 ４ を 含 む 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ に す る の に 加 え て 、 地 表 面 Ｇ Ｌ よ り も 上 を 盛 土 地

盤 改 良 体 ５ に す る こ と に よ り 、 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 下 の 地 盤 改 良 深 さ Ｈ １ を 浅 く し た 場 合 （ 例 え

ば 、 実 施 の 形 態 １ な い し ４ で は 、 Ｈ １ ＝ ２ ｍ ） に 、 最 大 沈 下 量 及 び 相 対 沈 下 量 を 大 幅 に 小

さ く で き る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 本 発 明 の 軟 弱 地 盤 Ｓ 上 の 線 状 構 造 物 Ａ は 、 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 下 の 基 礎 構 造 物 １ が 格 子 状 地 盤

改 良 体 ４ を 含 む 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ で あ り 、 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 上 の 盛 土 構 造 物 ２ が 盛 土 ６ を 地 盤
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改 良 し た 盛 土 地 盤 改 良 体 ５ で あ る 。 現 地 盤 の 地 盤 改 良 に 加 え て 盛 土 部 分 も 地 盤 改 良 し て い

る の で 、 地 業 工 事 と 盛 土 部 分 を 一 体 と し て 剛 性 を 高 め て い る 。 そ の 上 、 現 地 盤 の 地 盤 改 良

が 格 子 状 地 盤 改 良 体 を 含 ん で い る 。 し た が っ て 、 地 業 下 現 地 盤 に 伝 達 す る 応 力 を 分 散 で き

る の で 沈 下 量 を 低 減 で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 本 発 明 の 軟 弱 地 盤 Ｓ 上 の 線 状 構 造 物 Ａ に お い て 、 基 礎 地 盤 改 良 体 ３ の 地 表 面 Ｇ Ｌ 以 下 の

深 さ Ｈ １ を ４ ｍ 以 下 に す る こ と に よ り 、 沈 下 量 を 低 減 し な が ら 、 工 期 の 短 縮 及 び 施 工 コ ス

ト の 抑 制 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 以 上 の 実 施 の 形 態 の 説 明 に お け る 線 状 構 造 物 は 、 上 面 が 道 路 と し て 使 用 さ れ る も の で あ

る が 、 本 発 明 の 線 状 構 造 物 は 、 上 面 が 線 路 と し て 使 用 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 以 上 の 実 施 の 形 態 の 記 載 は す べ て 例 示 で あ り 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明

の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 改 良 及 び 変 更 を 施 す こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ １ 】

１ 　 基 礎 構 造 物

２ 　 盛 土 構 造 物

３ 　 基 礎 地 盤 改 良 体

４ 　 格 子 状 地 盤 改 良 体

４ Ａ 　 下 端 面

５ 　 盛 土 地 盤 改 良 体

６ 　 盛 土

７ 　 端 部 地 盤 改 良 部

８ 　 厚 板 状 地 盤 改 良 体

９ 　 バ ッ ク ホ ウ

１ ０ 　 ブ ル ド ー ザ ー

１ １ 　 ロ ー ラ ー

１ ２ 　 ダ ン プ

Ａ 　 線 状 構 造 物

Ｂ 　 幅 方 向

Ｅ 　 端 部

Ｆ 　 進 行 方 向

Ｇ Ｉ １ 　 一 次 改 良 部

Ｇ Ｉ ２ 　 二 次 改 良 部

Ｇ Ｌ 　 地 表 面

Ｒ 　 道 路

Ｓ 　 軟 弱 地 盤

Ｓ Ｌ 　 盛 土 法 面

ａ 　 ア ス フ ァ ル ト

ｂ 　 上 層 路 盤

ｃ 　 下 層 路 盤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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